
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

・カプラで自由に遊ぶことができるように出してみる。

・ドミノのように並べたり、家を作ったりして遊び、倒れた時「大き

な音だね」などと音に興味が出るような言葉をかける。

・マットの上など様々なところで遊んでみる。

・マットや段ボールの上だと音が吸収されてしまい、音が出ないことを遊びの

中で原理はわからなくても音がしないと気が付くことができていて驚いた。ま

た、大人では思いつかなかった服で包んでジャンプして音を出したことに発想

力が面白いと感じ、童心に戻って子ども達と楽しむことができるようにしたい

と思った。

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・カプラ

・マット

・ダンボール

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

・初めてカプラを出したことで興味を持って

遊ぶ子が多くいた。家を作ってみたりきれい

に並べたりして自由に楽しんでいた。

・H君がドミノのように並べて遊んでいた時

に倒れてしまった時に、周りにいたK君やM

ちゃんが真似をしてマットやダンボールの上

など様々場所で並べて倒し始めた。

・「マットの上はあまり音がしないね」と言

葉をかけると、「こっちは音がするよ」と床

を叩いて教えてくれた。カプラ同士を叩いて

音を出し、音が出る物を見つけることができ

ていた。また、カプラを服で運ぼうとしたK

君は「見て！ジャンプするといい音がする

よ」と自ら音を鳴らして楽しんでいた。

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

積み木やブロックで遊んでいるときにトントンと実際に叩きながら

「家を作っているんだ」とごっこ遊びを楽しんでいる姿を見て、遊び

の中で音に違いに気が付かせたいと思った。

２、活動スケジュール

・カプラで建物を作ったりドミノをして遊ぶ。

・マットや床、机の上など様々な場所を用意する

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）

年間テーマ 音

音の違いを楽しむ

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

1月31日

クラス名（年齢） 　　　　たんんぽぽ組（２歳児）


